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地方分権の時代を迎え青森県の文化財保護行政もまた大いなる転換期を

迎えております。

本県は、全国から注目を浴びる中、 20世 紀最後の国特別史跡指定を受

けた三内丸山遺跡や、全国でも殆ど類例のない中世の港湾施設の発見に至っ

た十三港遺跡などの貴重な遺跡の調査に力を注ぎ、平成 10年 度に行った

文化観光立県宣言に恥じることのないよう埋蔵文化財の保護行政に遭進し、

その保存と活用を積極的に図つているところであります。

一方で、東北新幹線八戸青森間のフル規格化をはじめとした県上の開発

計画の延びもめざましく、当教育委員会としても埋蔵文化財保護と種々の

開発事業との調整を図るため、昭和 63年 度より国庫補助金を受けて、県

内の遺跡詳細分布調査を実施しているところであります。

県内の遺跡詳細分布調査を実施することで、遺跡の所在地、性格及び範

囲等埋蔵文化財を保護するうえでの貴重な情報を得ることができ、また、

これらの情報を正確に示す遺跡地図 '遺跡台帳を整備することが埋蔵文化

財保護を行うために必要不可欠であることは言うまでもありません。

当教育委員会では、平成 9年 度に 「青森県遺跡地図」の改訂版を刊行し

ていますが、近年の著しい開発事業の増加から、年々詳細な分布調査を重

ねることで、より正確な資料の整備を行うことが私たちに課せられた重要

な責務であることを改めて認識しているところであります。

このような中で、今年度に実施した県内の遺跡詳細分布調査の成果を本

報告書にまとめましたので、「青森県遺跡地図」と併せて埋蔵文化財の保

護に資するところがあれば幸いに存じます。

最後に、調査に際して御指導、御協力を賜わりました関係各位の皆様ヘ

厚く感謝を申し上げる次第です。

平成16年3月

青森県教育委員会

教育長 花 田 隆 則



例   言

1 本 書は青森県教育委員会が平成 15年 度に国庫補助金を受けて実施した県内遺跡詳細分

布調査の報告書である。

2 調 査は、青森県埋蔵文化財調査センター、調査員等、調査協力員及び関係市町村教育委

員会の協力を得て実施した。

3 本 書は、青森県教育庁文化財保護課が編集 ・作成した。

4 分 布調査の概要は一覧表とし、県遺跡台帳の登録番号を記した。備考欄の数字は 「青森

県遺跡地図」 (青森県教育委員会 1998)の 地図番号である。新規登録遺跡等は、手元の

地図 ・遺跡地図及び地名表等に書き加え、埋蔵文化財保護への協力及び活用をしていただ

くようお願いします。

5 遺 跡分布図は国土地理院発行の2万 5千 分の 1地形図を利用し、上辺を北に統一して掲

載した。

6 土 色は小山正忠 ・竹原秀雄編著の 「新版標準土色帳」 (1998)に基づいた。

7 本 事業によって得た資料は、一括して青森県教育庁文化財保護課が保管している。

8 発 掘調査及び報告書の作成にあたっては次の方々、機関の方から御指導 ・御協力を得た。

(敬称略、順不同)

北林八洲晴、村越潔、青森県埋蔵文化財調査センター、各関係市町村教育委員会
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遺跡詳細分布調査要項

調査主体者

青森県教育委員会

遺跡詳細分布調査

(1)調 査目的

開発予定地における遺跡の所在を確認し、開発事業と文化財保護の調整を図るための基本資料

を作成する。

(2)調 査方法と内容

① 開 発予定地内及び周辺を踏査して地形の把握や遺物の表面採集等により遺跡の所在を確認

する。

② 遺 跡の現状、位置、地形等を把握し、写真撮影等を行い、遺跡台帳や遺跡地図を整備する。

(3)調 査項目

① 遺 跡の所在、立地、現状を記録する。

② 遺 物の散布状態、遺跡の推定範囲を把握する。

③ 遺 物の時代、性格等を把握する。

④ 遺 跡の現状を写真撮影する。

⑤ 遺 跡の所在を地図上 (1/25,000、1/50,000等)

(4)主 要な開発事業と関係市町村

① 県 道建設関連事業 (八戸市、黒石市、浪岡町、

村、東通村、他)

② 高 規格道路建設関連事業 (野辺地町、横浜町、

③ 農 業整備関連事業 (青森市、黒石市、木造町、

町、市浦村、名川町、倉石村、他)

④ 国 道建設関連事業 (八戸市、蟹田町、蓬田村、

⑤ 東 北新幹線建設関連事業 (青森市、十和国市、

に記す。

西目屋村、相馬村、田子町、南郷村、佐井

六ヶ所村、他)

森田村、鶴田町、尾上町、田舎館村、浪岡

六ヶ所村、脇野沢村、大畑町、七戸町、他)

七戸町、六戸町、上北町、下田町、天間林

村、他)

⑥ 津 軽ダム建設関連事業 (西目屋村)

② 土 砂採取関連 (むつ市、鰺ヶ沢町、木造町、車力村、東通村、東北町、上北町、下田町、

六戸町、他)

③ そ の他
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3 範 囲確認調査

(1)調 査目的

開発予定地に所在する遺跡の試掘調査 ・範囲確認調査を行い、遺跡の有無や範囲等を確認し、

埋蔵文化財保護と保存を図る資料を作成する。

(2)調 査方法と内容

① 遺 跡の有無、範囲、面積等を確定するための試掘調査 ・範囲確認調査を行う。

② 埋 蔵文化財の包蔵状態を把握する。

③ 遺 跡の保護、保存の判断に必要な判断資料を作成するために開発計画図面に範囲を記す。

(3)調 査項目

① 遺 跡の有無、範囲、面積、土層の深さ、時代、性格、包蔵状態等を確定する。

② 本 発掘調査の必要の有無、本発掘調査に要する期間、費用積算の算定基礎資料を得る。

③ 遺 構の有無を把握する。

④ 遺 跡の状況の記録及び写真撮影を行う。

(4)調 査地

① 都 市計画道路里見丸山線建設予定地 (青森市)

② 国 道279号有戸北バイパス建設予定地 (野辺地町)

③ 国 営相坂川左岸農業水利事業予定地 (上北町)

④ 土 砂採取関連事業予定地 (木造町)

⑤ 県 道青森五所川原線道路改築事業予定地 (青森市)

4 調 査体制

調 査 指 導 員   村  越    潔   青 森大学教授

調 査 協 力 員   各 関係市町村教育委員会教育長、他

調 査 担 当 者   青 森県教育庁文化財保護課

聯文化財グループリーダー幅1参事) 三   浦  圭  介

文化財保護主査   能 代谷 征  則

文化財保護主査   吉  成  由 美子

文化財保護主査   神    康  夫

文化財保護主事   鈴  木  和  子

文化財保護主事   工  藤    忍
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II 平成15年度調査概要

遺跡分布調査

分布調査の結果、七戸町 1箇所、福地村 1箇所、木造町 1箇所、野辺地町 1箇所の計4箇 所を

新たな遺跡として登録し、また、上北町 1箇所、青森市 1箇所の計 2箇所の遺跡範囲を変更した。

新たに確認した遺跡及び範囲を変更した遺跡の概要は、以下の表 (第1表～第 6表 )に 示すと

おりである。

第 1図  新 規登録等遺跡分布地域
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平成15年度新規登録等遺跡一覧表

第 1表  七 戸町 (第2図 )

跡

号

遠返
番

遺 跡 名 所 在 地 種 別 立地 現 状 時 代 採集遺物 備   考

41085 寒 水 遺 跡 寒 水 3 4 - 1 外 集落跡 丘陵
地

地

畑

宅

文

安

縄

平

第 2表  福 地村 (第3図 )

遺跡

番号
遺 跡 名 所 在 地 種 別 立地 現 状 時 代 採集遺物 備  考

64040 頭 無 遺 跡 福 田 字 頭 無 外 散布地 丘陵

園

林

地

樹果

山

宅

文

安

縄

平

縄文土器

土 師 器

第 3表  木 造町 (第4図 )

遺跡

番号
遺 跡 名 所 在 地 種 別 立地 現 状 時 代 採集遺物 備  考

力
４ 筒木坂屏風山遺跡

筒木坂字屏風山

2 5 1外
散布地 丘陵 山 林 縄文 縄文土器

第 4表  野 辺地町 (第5図 )

遺跡

番号
遺 跡 名 所 在 地 種 別 立地 現 状 時 代 採集遺物 備  考

40138 向田 (36)遺跡 ロノ越宇向田389外 散布地 丘陵 山 林
文

生

縄

弥

縄文土器

弥生土器

第 5表  上 北町 (第6図 )

跡

号

と退
番

遺 跡 名 所 在 地 種 別 立地 現 状 時 代 採集遺物 備  考

46040 東道ノ上(3)遺跡
大手大浦字東道

ノ上37外
散布地 丘陵

林

地

山

畑

文

安

縄

平

縄文土器

土 師 器
範囲変更

第 6表  青 森市 (第7図 )

跡

号

迫違
番

遺 跡 名 所 在 地 種 別 立地 現 状 時 代 採集遺物 備  考

岡 町 ( 9 ) 遺跡 岡 町 字 宮 本 散布地 丘陵
地

等林

畑

山

文

安

縄

平
縄文土器 範囲変更
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第 2図  七 戸町新規登録遺跡

第 3図  福 地村新規登録遺跡
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第 4図  木 造町新規登録遺跡
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第 5図  野 辺地町新規登録遺跡

第 6図  上 北町範囲変更遺跡

第 7図  青 森市範囲変更遺跡
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遺跡範囲確認調査

平成15年度に実施した調査は、開発事業に係る事前の範囲確認調査が 7箇所である。

受託事業や県配当替え事業の調整に係る分布調査等の実施により、例年と比較して範囲確

認調査の事業実施数はほぼ同規模のものであったが、対象面積の広大さからかなりの面積の

確認調査を実施しなければならないものであった。

各遺跡の調査概要は以下のとおりである。

(1)青 森市 三 内丸山(5)遺跡

県道 3・ 4・ 15号里見丸山線及び市道三内丸山54号線 (旧山寅道路)建 設予定地

県道 3・ 4・ 15号里見丸山線及び市道三内丸山54号線 (旧山寅道路)建 設予定地

について、遺跡の範囲と遺構の密度などの情報を得るため試掘調査を実施した。

所  在  地   青 森市三内字丸山27874外

調査対象面積  約 2,000拭

調 査 期 間  平 成15年5月 7・ 8日 及び6月 11・12日

調 査 方 法  調 査区に任意のトレンチを設け、遺構や遺物の確認に努めた。

調 査 結 果  今 回の調査では、遺構や遺物の検出や出上が認められなかった。調査対象区

の一部は地山無遺物層まで削平され、埋蔵文化財の存在の可能性が薄いことが

明らかとなった。

基 本 層 序  I層  現 代攪乱土

Ⅱ層 10YR3/3 暗 褐色土  III層起源のブロック少量混入

Ill層 10YR6/8 明 黄褐色粘質土 直 径 5 mmの浮石ブロック少量混入

調 査 結 果  1-1～ 1-9トレンチでは層厚 3m以 上の盛り上であることが判明し、2-3、2-4、

2-6トレンテ付近一帯では、現代の削平が認められた。    「

工事対象区の西部の高地北側斜面には、方形に回る一辺25m程 の上塁が地表

面観察されたため、この上塁を断ち割り、構築時期や堀などの付属施設の確認

に努めた。しかし、土塁は土層の堆積状況から近現代のものと判断され、付属

施設等も確認されなかった。

今回の試掘調査では、遺構は全く検出されず、遺物も出上しなかった。これ

らのことから、今回の事業予定地については、工事を行っても差し支えないと

判断した。

ぎキ単
エ

郷
舗

ｆ

いド

第 8図  青 森市三内丸山(5)遺跡位置図

- 7 -



乳
１

１

■

ｌ

ｏ
ゴ

図
領
選
艘
「
劇
田
ヽ
ハ
ふ
た
「

富
曇
十

ｏ
⇔
Ｅ

Ｔ

＝
弟

十

ｏ
ｏ
営

Ｔ

＝
学

図
側
薗
卜
八
ふ
二
掻
四
豆
ヨ
拭
電
―――
に
楼
服
　
図
ｏ
賦

十
昌
ユ

ｏ
ｏ
醤
Ｔ
＝
カ

ヽ

- 8 -



(2)野 辺地町向田地区Nα25地点 ・Nα50地点

有戸北バイパス建設予定地

平成14年度、有戸北バイパス建設予定地を現地踏査したところ、埋蔵文化財の存在する可能性

が認められた。そこで、埋蔵文化財の有無及びその内容等を確認するために県文化財保護課が試

掘調査を行い、その結果をもとに協議して対応することとなった。

今回は、センター杭m25周 辺地域と略50周辺地域の2ヶ 所を調査対象区とし、瀬川滋 (日本考

古学協会員)、日中寿明 (東北町文化財審議委員会会長)両 調査員の指導を得て調査を実施した。

所  在  地   上 北郡野辺地町宇向田地内

調査対象面積  No.25地点 約 26,000拭  No.50地点 約 20,000拭

調 査 面 積  No,25地点   449拭   No.50地点   466拭

調 査 期 間  平 成15年11月6日 ～12月5日

調 査 方 法  地 形等を考慮してトレンチを設定し、遺構の広がりを把握するよう努めた。

人力による分層発掘を行い遺構 ・遺4//Jの確認に努めた。

No25地点の調査結果

基 本 土 層  平 坦面の 1ト レンテと沢部分の 5ト レンテにおいて基本土層を確認した。

(1ト レンチ北西壁〉

第 I層  黒 色±  10YR2/1  シ ル ト質腐植土。しまりあり。

第工層 黒 褐色± 10YR2/2  ロ ーム粒をやや多量含む。若干しまりなし。

第III層 黒 褐色± 10YR2/3  ロ ーム粒と黒色上の混合層。ややしまりなし。

第IV層 褐 色±  10YR4/6  ロ ームに黒褐色土がにじむ漸移層。しまりあり。

第V層  黄 褐色± 10YR5/6  砂 質粒を多量に含むハードローム。パミスを含む。

かたくしまりあり。

第VI層 褐 色±  7.5YR4/6 粘 質ローム。しまりあり。

(5ト レンテ南東壁〉

第 I層  黒 色±  10YR2/1  や や粘質な腐植土層。しまりあり。

第工層 黒 褐色± 10YR3/1  極 少量のローム粒を含む。粘質土。しまりあり。

第Ill層 黒 褐色± 10YR2/2  ロ ーム粒を混合。粘質土。しまりあり。

第Ⅳ層 灰 褐色± 10YR4/2  粘 質ロームに黒褐色上が混入。しまりあり。

第V層  褐 色±  10YR4/3  1V層 より黒褐色上の混合量が少ない。

第Ⅵ層 褐 色±  10YR4/4  粘 質ローム層。

検 出 遺 構   29ヶ 所設定したトレンテのうち、 2ト レンテで土坑 2基 、25トレンチで竪

穴住居の床面と思われる硬化面が検出された。また沢地形に設定した6・ 9

トレンチでは、縄文時代前期末及び後期前半の遺物を多量に含む包含層を検

出した。

出 土 遺 物   段 ボール箱 3箱 分の上器 ・石器が出上した。土器は、縄文時代早期 (貝殻

文土器)・ 前期末 ・中期 ・後期前半、弥生時代の各時期のものがあり、最も

多いのは前期末 (円筒下層dl式 )で ある。石器は石箆、石匙、不定形石器、

フレーク類、半円状扁平打製石器、敲磨器類(台 石類等が出土した。

調 査 結 果   道 路より南西にある平場及び沢部分では、遺構や遺物が多く検出されたこ

とから向回 (36)遺 跡として新規登録することとした。したがつて、この地

点における工事施工に関しては継続して協議する必要がある。

なお、道路より北西にある丘陵地部分は遺跡範囲の外となり、工事の施工

に支障はない。
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Nα50地点の調査結果

基 本 土 層  尾 根頂部の7ト レンテと、沢地形の17トレンチにおいて基本土層を確認した。

(7ト レンテ北東壁〉

第 I層 黒 色±  10YR2/1  シ ル ト質腐植上。ややしまりなし。

第工層 黒 褐色± 10YR2/2  ロ ーム粒を若干量含む。ややしまりあり。

第III層 暗 褐色± 10YR3/4  黒 褐色土とロームの混合層。ややしまりなし。

第Ⅳ層 褐 色±  10YR4/4  ロ ーム層に黒褐色上がにじむ漸移層。パミス (干曳

浮石)や や多量含む。

第V層  褐 色±  7.5YR4/4 若 干粘性を持つローム層。

(17トレンテ北東壁〉

第 I層 黒 色±  10YRl.7/1 シ ル ト質腐植土。しまりなし。

第正層 黒 褐色± 10YR2/2  シ ル ト質。微量のローム粒を含む。ややしまりなし。

第Ill層 黒 褐色± 10YR3/2  黒 色土とロームの混合層でローム層への漸移層。

第IV層 黄 褐色± 10YR5/6  や や粘質なソフトローム層。しまりあり。

検 出 遺 構   28ヶ 所設定したトレンチで、遺構が検出されたのは 3ト レンチの焼土遺構

1基だけであった。第 I層中での検出であることから、近世以降の焚き火跡

と考えられる。

出 土 遺 物   Aト レンチ I層から縄文時代後期前半の上器 1点、23トレンチⅡ層から縄

文時代中期～後期と思われる底部片 1点が出上しただけであった。

調 査 結 果   本 地点に遺跡は存在しないものと判断され、工事施工には支障がない。

第10図 野 辺地町向田地区試掘調査位置図

蕩 試 誓
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